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研修内容
川倉工、シート張り工、土嚢積み工法の実施方法

参加予定者
別紙のとおり

富山河川国道事務所水防連絡会主催により、富山河川国道事務所と水防連絡会を
構成する自治体の消防署が参加する「水防工法研修会」を開催します。

水防工法研修会は、日頃、水防団員を指導する各自治体の消防署員を対象として、
実践経験の少ない水防団員に対しても水防技術の伝承や水防工法が適切に行えるよ
う実施するものです。

当日は、水防工法に精通した防災エキスパート※を講師に招いて、約５０名の消防署
員等が参加する予定です。

※ 公共土木施設等の整備・管理等に豊富な経験を持つボランティアの方々を「防災エキスパート」として登録する制度が
あり、災害時における応急対策等の応援について定めており、災害対応を迅速、的確に行うことを目的としています。

川倉工 シート張り工 土嚢積み工

（平成27年度「水防工法研修会」の様子）



№ 機　関　名 人数

1 防災エキスパート 3

2 富山市消防局 21

3 高岡市消防本部 6

4 射水市消防本部 4

5 砺波消防署 1

6 小矢部消防署 2

7 南砺消防署 3

8 立山町消防署 2

9 新栄建設（株） 5

10 北陸地域づくり協会　 1

11 国土交通省 10

58 （予定）

・防災エキスパートとは

合　　　計

平成28年度　富山河川国道事務所水防連絡会
水防工法研修会参加機関

　地震や風水害等の災害発生を想定し、応急対策等に関する支援体制の拡充を図るため「防災エキス
パート制度」があり、北陸地方整備局では、平成17年12月に協定を締結しています。
　これは、公共土木施設等の整備・管理等に豊富な経験を持つボランティアの方々を「防災エキスパー
ト」として登録する制度で、災害時における応急対策等の応援について定めており、災害対応を迅速、的
確に行うことを目的としています。
　北陸地方整備局では専門防災エキスパートとして３４０名の登録があり、うち富山河川国道事務所管内
では３１名の登録がされています。（平成２８年３月末現在）

別　紙


